
領域 対象 具体的な目標 目標達成のための行動計画・方策など 評価

全般
生徒の自主性を
育てる

自主活動についての議論の場を設定。
生徒自らの手で主体的・自主的な学校生活を送るため
の支援。

3.9

【自治活動支援】

・行事日程については、できる限り生徒の
意見を尊重しつつ、調整をした。
・ 生徒自ら行う自治を尊重しつつも、日頃
から注意・助言を行い、思考させる力をつ
けるよう指導している。

【自主的な学習】

・予復習課題の配布や、授業中の教材に関
する話題提供等により生徒の自主的な学
習の意欲喚起を図っている。
・自学自習を促す教材を用意している。

【学年の実践】
・幹事会・ルーム長を中心とした自主活動
の支援を行った。
・クラブの世代交代、生徒会役員の引継ぎ
を終え、自主活動の中心となるべく、生徒
各自の自覚を促したい。
・生徒自ら主体的に取り組み、文化祭をや
り遂げることができた。また、進路実現に
むけて、一人ひとりが主体的に取り組んで
いる。

広い分野で確か
な学力を養う

自学自習ができる向上心・探究心の涵養。
自学自習の学習時間を確保するための研究。
探究的な学びを推進するための研究。

3.4

【土曜日活用の研究】
・平日に土曜授業(3コマ)分を入れること
で、生徒が、考査前の学習時間を確保で
きるようにした。

【学年集会・HRでの喚起】
・ＨＲや授業を通して大学での学びや社会
とのつながりを伝え、興味や関心を引き出
した。

【学年集会・HRでの喚起】
・土３の「総合」の時間を活用し、探求的な
学び・グループワークを行っている。
・夏休み等を利用して、生徒全員が自ら計
画を立て、オープンキャンパスや体験入学
等に参加する企画を催した。
・進路通信による啓蒙をおこない、自ら学ぶ
ための個別指導、また教材作成をおこなっ
た。

【教科等の実践】
・教材の精選をおこない，シラバスに従い
適切な時期に配布して，定期的に点検す
るなど，自学自習の学習時間の確保をお
こなっている。
・補習，添削指導の実施など個々に応じた
指導をおこない，向上心・探究心の涵養を
おこなっている。
・様々な題材を取り扱うことで、自ら考え未
来に向けて目標が持てる指導を行ってい
る。
・小テスト等を通じて、基礎学力の定着を
図っている。
・様々な作品を鑑賞し、生徒同士がディス
カッションして、自己の表現を追及できるよ
う、グループワークをとり入れている。

進路希望の実現
を図る

教育課程の改善と次期教育課程の研究。
生徒の資質・能力を高める指導方法の研究。 3.4

【教育課程の研究】
・現行教育課程の課題の見直しを踏まえ
て、新教育課程の編成について研究を始
めている。

【学年の実践】
・生徒理解の一助として各種検査を実施し、
アドヴァイス等に活用した。
・教科間のバランスを考慮し、総合点で最
大の効果が得られるように工夫をした。
・学習と進路の手引を作成した。また、進路
検討会の実施を２回予定している。

【教科等の実践】
・年間指導計画（シラバス）を作成し，それ
に基づく丁寧な学習指導をおこなってい
る。
・補習や個別指導により，基礎力の定着を
はかりながら，進路実現に向けて取り組ん
でいる。
・生徒の卒業後を見据えた教材等を採用
し、幅の広い知識を身に着けさせる指導を
行っている。
・個々の能力や受験課題を十分にリサー
チし、一人一人に寄り添いながら進路実
現を目指している。

進路指導
計画的な指導を
行う

外部講師による進路講演会、大学説明会、卒業生との
懇談、進路通信、学年集会、個別面談、適性検査等を
通じた進路意識の啓発。企業や大学と連携したキャリ
ア教育の充実。教員を対象とした進路指導研修会の実
施。

3.8

【係の実践】
・学習実態調査、進路希望調査の結果を
校内で共有し、進路指導に役立てている。
・進路別ガイダンス、模擬講義、卒業生と
語る会、大学生によるワークショップ、医
学科講演会などを実施して、進路につい
て考える機会を提供している。
・スタディサポート、模擬試験、適性検査
の分析を行い、各学年の個別指導に役立
てている。
・黎明（合格体験記）および学年通信を通
して進路意識の高揚を図っている。

【キャリア研修・オープンキャンパス】
・1年夏休み、2年10月にそれぞれキャリア
研修を実施し、大学と学問研究、企業と職
業について理解を深めた。1年には5月に講
演会も実施した。10月に名古屋大学の先生
による工学部の説明会を実施した。

【実技・面接指導】
・信州大学や地元の病院、予備校等と連
携して、医学科志望者に対する面接指導
を行っている。

生徒の自治

自治活動を保障
し
自治的精神を育
成する

学級活動・部活動・生徒会活動における生徒の自主性
や、リーダー育成のための機会の保障と指導助言。
文化祭・講演会など生徒会行事に対する支援と指導助
言。

3.7

【自治的活動の涵養】
・生徒会活動においては「自治」の精神に
基づき、生徒の自主性を尊重しつつ、広く
科会に受け入れられる人間形成の場とし
て、助言・指導・支援を行っている。
・

【幹事会】
・学年の各ルーム長から構成される幹事会
については、生徒の自主性を十分に尊重し
つつ、学年クラスマッチ等が有機的に運営
されるよう、助言・指導・支援をしている。

【HRの実践】
・幹事会・ルーム長、各種係等を中心とし
た自主的な組織作りを図った。
・様々な行事を通して、困難にたち向かう
力がついた。

規律ある生活の
リズムをつくる

学習を中心とした生活リズムの確立（部活動・生徒会活
動の時間徹底）。
清掃・保健・交通安全指導。

2.9

【生活リズムの管理・交通安全】
・今年から「出欠管理ファイル」をネット上
で共有し、担任が、その日の生徒の授業
への出欠状況を把握しやすいようにした。
有効に活用されているが、欠課が嵩んで
いる生徒については、教科担任とクラス担
任が連絡を密に取り合う必要性がある。

・自転車事故防止と交通マナー向上のた
め、HRでの注意喚起や、全職員による街
頭指導を実施した。

【学年の実践】
・手帳」を活用した時間管理を推奨したが、
定着率はあまり高くない。(1)
・生活のリズムをつくれる生徒もいれば、リ
ズムを確立できない生徒もいる。早いうちか
ら習慣づけたい。(3)

【清掃】
・清掃への取り組みが良い生徒が増えて
きている。
・厚生委員が中心となって行う清掃活動
は、自主的雰囲気の中で行われ、伝統あ
る校舎の美化に貢献している。（校内ワッ
クスがけ、校内油敷き、モップ交換、文化
祭後清掃活動　等）
・物品管理や清掃用具の使用向上のため
に、階段下倉庫（清掃用具庫）の大掃除を
役員で行った。

適切な個人指導
及びカウンセリン
グ体制を充実さ
せる

教科担任･ＨＲ担任･クラブ顧問の連携。
きめ細やかな生徒相談の実施。
保護者との懇談の実施。

3.8

【カウンセリング】
・スクールカウンセリングの利用につい
て、周知が不十分な部分があったため、
保護者へはPTA総会で説明、新入生へは
お便り等で周知し、体制の充実をはかっ
た。
・スクールカウンセラーの支援のもとに、
関係職員が情報を共有し、悩みを抱える
生徒や保護者への丁寧な対応につなげる
ことができた。

【サポート体制】
・管理職、学年代表、養護、係とで定例会を
行い、支援の必要な生徒の情報共有に努
めた。学年ごとの垣根を越え、学校全体で
生徒を支える体制になるよう、今までのシス
テムを見直し、意識を高めるよう働きかけて
いる。

【学習の悩み】
・個人面談を実施し、問題点の把握などに
努めた。また、毎回の学年会で情報を共
有し、より良い指導に役立てている。
・職員間での連携・連絡を強め、チーム・
個別・状況に応じた対応をしている。
・HR担任と連絡を密にとって、指導を行っ
ている。
・成績，欠課の状況について担任との連
絡を取りながら，生徒本人にも声がけ指
導等おこなっている。
・支援の必要な生徒には、授業中も特に
留意し、声掛けと表情の観察を心がけて
いる。

安心安全な
学校

快適な学校環境
の整備を図る

危機管理体制の整備。
いじめ・体罰のない学校環境の確保。
健全な職場づくりの推進。
環境対策（ゴミの削減、電気・水道使用量の削減）。

3.4

【いじめ・体罰への対応】
・学校生活アンケートを実施し、現在集計
中である。課題については適切に対応し
ていく。

【職場環境】
・学校衛生委員会を通じて、年休、振休取
得、ドック受診の勧奨、休憩時間でのスト
レッチ運動の奨励等を行っている。

【環境対策・危機管理】
・H32年4月からの敷地内禁煙完全実施に
向けて環境整備を行っている。
・台風の影響を考慮して2時間の授業カット
を行った。（回復処置済み）

【事務室】
・環境目標を掲示板に掲示して周知を図っ
た。

保護者との連携
を図る

ＰＴＡ総会の開催、学年・学級ＰＴＡの開催。
地区ＰＴＡの開催。
保護者面談の実施、適切な家庭訪問の実施。
緊急時メーリング・システムの活用。

4.0

【緊急時メーリングシステム】
・台風時の日課変更、就学支援金事務手
続き、保護者アンケート実施の際にメール
システムを活用した。
・地区PTAにおいて学校の近況を報告し、
保護者と課題の共有を図っている。

【学年等の実践】
・年１回のPTA総会・学年ＰＴＡの実施、複数
回の学級ＰＴＡの実施によりそれぞれの方
針・課題を伝え、共有することができてい
る。
・地区ＰＴＡは出席率も高く、非常に有効な
交流の場となっている。そのため新たに開
催される地区が増えてきている。
・適宜、正副担任と保護者・生徒との面談を
実施し、学校生活や進路についての相互理
解をはかっている。

【他校との交流】
・PTA活動の一環として、本校、長野高
校、上田高校の３校による交流会を実施し
ている。本年度は深志高校が当番で、公
開授業をおこない、その後情報の交換を
し、懇親会などで親睦を深めることができ
た。

開かれた学校を
めざす

「評価および公開方法」の改善と充実。
保護者・地域・中学校への情報発信。
中学生体験入学等の実施。
学校評議員会の開催、ホーム・ページの充実。

4.1

【授業公開・体験入学】
・昨年度の中学校訪問を受け、今年度は3
回の授業公開を実施した。できる限り、中
学生の進路選択の参考にしてもらえるよ
う、高校側としても努めた。4月は350名を
超える方の、また8月は70名強の方の参
観があった。アンケートからは、好意的に
評価をしていただけていることが読み取れ
る。

【中学校などへの発信】
・9月の体験入学では、生徒・保護者800名
ほどの方に来ていただいた。中学生には実
際に授業を受けていただき、深志高校の一
番の部分を経験してもらった。アンケート結
果からは、全体会のあり方について、今後、
検討が必要であることが読み取れた。次年
度に向け、検討をしていきたい。

【学校評価・HP】
・生徒の評価、また学校評議員・PTAによ
る外部評価をおこない、会報やHPによっ
て報告できるよう取り組んでいる。
・ホームページを常に更新することで、積
極的な情報発信に努めている。
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